
伴食継桶だ各q '{濫蒜gp2,

級｢蛸だ=]について
番田の7月号li ｢ね蛾だj:り｣のi･J叶亨でしたので,石阜o)オ(この先の可否) ･停止のオ(杏

や寄鍋付しての礼拝)にも赴付して､今淡の意思ヰ屯を困る目的でした机分会長･事各局長を且

り過して.県本市は｢新明不貴とLているのに何故に逢ったのかり｣と類句らIlたとし､丸和ま賂

ってなことを為るなと言われたQ文部各員の羊故も兼ねて手合千･手付金の及玖o)仲子催いでもし

てやろう小と思ったカ{､余分なことはせずlこ､県の音うが任に(攻事の格示<は?)行動Lます｡

但し･行事に関連する梅令･蒋卓は思い付き<なく任姓の余希時期を考慮領う辛をやし添乙る｡

ある理事は､瀬剛t不要如しは｢千昔だより｣も右阜とし配布せず､ ｢心緒だより｣ご絶食に

常田の｢枚jと用軌｣ ｢萌隼事項｣の中itみは､凍187各2 ･体胡不良屯か1 ･卦稚3でLた｡

｢舶藻草七勇雄｣の柵
6月2紬(8)加糖中大大化8-33姐免()ヒ船級水場魯未納)羊刈り及び沸碍

春か青　松也.Ji ･坪井分合の九Ll一分各点･ nJA糾分合長･希jiq明と大火分合の羽tEl分合及･

久償副分合良.俊足(iE-)飴EHu]宰)阜飛行兵)及U蛾且者　等あえ男氏の6名Q

息年q)bT珊　えの大枚や昭和17年11月27日本史津航空加を触L I:海軍の一式仕上攻筆洗が任

称に向かう逢中に患大佐のため､こ0)地で隼鮎粗良禽にも搭乗五七勇士が札見した薄地に岨

姻斬されては
吟のJFからすえば勿貸､平均柵から甘っても方位の才が､丸に参ります.枚から東られる東棟

の生活故叶のためo侭が泉立ちでから｢牛舎｣か■どれだけT乙るか一寸考えて奉げられませんか

これを手首にヰ鶴する事は,本人でなければ見様では東兇してTえません｡また,亡くなった攻

も妃亡届けだけで臥並扶キ金は受けらtLません｡中鋳て1紬て受給士ILるもので,中錆を怠I=ま

鳥丸給となってしまいますので生々の内に｢棚｣ l=出向いて､我ら甘乙るのかや薄手挽きは

を確包して拳げで下さいo井本丈坤及･鼻声対象債分か良がキ金側で蒋定8 1こ81鼓を受けます

国見キ合-棚牛金(18未満の子が三村乱　入救一口

卑生手合-並施与生年倉( 850万以上× ･租父母子弟)軍人息蛤と耳生年食(1t)汰)は別計井で

共済年金-兎毅井卦午合　札井的には50%liとqかされて来ました｡
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